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投
票
で
き
る
人

　
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
市
長
選
で
登
録
さ
れ
る
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
年
齢
要
件
】昭
和
58
年
５
月
26
日
ま
で

に
生
ま
れ
、周
南
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

【
住
所
要
件
】平
成
15
年
２
月
17
日
ま
で

に
、
旧
徳
山
市
・
新
南
陽
市
・
熊
毛
町
・

鹿
野
町
に
転
入
手
続
き
を
し
、
引
き
続

き
周
南
市
に
住
ん
で
い
る
人

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

【
日
時
】
５
月
18
日(

日)

・
19
日(

月)

８
時
30
分
〜
17
時

【
場
所
】
選
挙
管
理
委
員
会

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
入
場
券
は
５
月
15
日(

木)

に
発

送
し
ま
す
。入
場
券
は
１
人
１
枚
で
す
の

で
、自
分
の
入
場
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
入
場
券
は
同
じ
家
族
の
人
で

あ
っ
て
も
、
別
々
の
日
に
届
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
も
し
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
と

き
は
、
投
票
日
当
日
、
自
分
の
投
票
所
の

受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
も
、
投
票

日
前
日
ま
で
に
、
周
南
市
か
ら
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所

　｢
投
票
所
入
場
券｣

に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。
市
内
で
転
居
し
た
場
合
、
５
月
９

日(

金)
ま
で
に
市
民
課
及
び
各
総
合
支

所
、
各
支
所
に
異
動
を
届
け
出
た
人
は
、

転
居
先
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
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徳
山
市
、
新
南
陽
市
、
熊
毛
町
、
鹿
野
町
の
合
併
に
伴
う
周
南
市
の
初
代
市
長
を
選
ぶ

選
挙
が
、
５
月
25
日(

日)

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
周
南
市
の
未
来
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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仕
事
や
旅
行
、
病
気
、
出
産
な
ど
で

ど
う
し
て
も
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い

人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
】
５
月
18
日(

日)

〜
５
月
24
日(

土)

【
時
間
】
８
時
30
分
〜
20
時
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
）

【
場
所
】
選
挙
管
理
委
員
会(

市
内
全
域

を
受
付)

、
新
南
陽
・
熊
毛
・
鹿
野
各
総

合
支
所(

各
総
合
支
所
管
内
を
受
付)

、

各
支
所(

各
支
所
管
内
を
受
付
、
時
間

は
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17

時)

。
※
た
だ
し
、
和
田
支
所
、
八
代
支

所
は
、
各
総
合
支
所
管
内
の
人
も
受
け

付
け
ま
す
。

【
持
参
物
】
入
場
券
（
届
い
て
い
な
け
れ

ば
、
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

を
確
認
で
き
る
も
の
）

５月25日(日)は周南市長選挙です！

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会

TEL
０
８
３
４
(22)
８
５
２
１ 明るい選挙イメージキャラクター

「選挙のめいすい(明推）くん」

■
長
期
出
張
や
里
帰
り
な
ど
で
他
市
町

村
に
滞
在
し
、
投
票
に
帰
っ
て
来
ら
れ

な
い
場
合

　
本
人
ま
た
は
家
族
の
人
が
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
請
求
に
よ
り
、
直
接
滞

在
地
に
投
票
用
紙
と
必
要
書
類
を
郵
送

し
ま
す
の
で
注
意
書
を
よ
く
読
み
、
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
投
票
さ
れ
る
と
、
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
周
南
市
に

郵
送
し
ま
す
。
※
こ
の
方
法
は
郵
送
に

時
間
が
か
か
る
の
で
、
お
早
め
に
！

■
重
度
の
身
体
障
害
者
で
自
宅
療
養
中

な
ど
の
場
合

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
ち
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、「
郵
便
投

票
証
明
書
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
投
票
用
紙

な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
自
宅
で

投
票
し
、
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
方
法
は
郵
送
に
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
投
票
日
の
４
日
前
（
５
月
21
日
）

ま
で
し
か
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

■
船
員
の
場
合

　「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書｣

を
持
っ

て
い
る
船
員
の
人
は
、
指
定
港
に
入
港

中
に
、
最
寄
り
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」及

び
「
船
員
手
帳
」
を
提
示
し
て
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
不
在
者
投
票

そ
の
ほ
か
の
不
在
者
投
票

■
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
や

指
定
病
院
に
入
所
中
、
入
院
中
の
場
合

　
指
定
の
施
設
や
病
院
に
申
し
出
る

と
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
市
内
の
指
定
施
設
・
病
院
】

▽
指
定
施
設
　
老
人
ホ
ー
ム
（
き
さ
ん

の
里
）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
鼓
海

園
、
友
愛
園
、
や
す
ら
ぎ
苑
、
福
寿
荘
、

天
王
園
、
や
ま
な
み
荘
）、
老
人
保
健
施

設
（
セ
ラ
ヴ
ィ
徳
山
、
ひ
ま
わ
り
苑
、
温

泉
の
里
、
春
の
里
）、
身
体
障
害
者
療
護

施
設
（
鼓
澄
苑
）、
保
護
施
設
（
周
南
荘
）

▽
指
定
病
院
　
徳
山
医
師
会
病
院
、
徳

山
中
央
病
院
、
泉
原
病
院
、
徳
山
病
院
、

周
南
病
院
、
徳
山
静
養
院
、
周
南
高
原
病

院
、
湯
野
生
和
会
病
院
、
湯
野
温
泉
病

院
、
新
南
陽
市
民
病
院
、
鹿
野
博
愛
病
院

開
票

　
開
票
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
５
月
25
日(

日)

21
時
45
分
か
ら
行

い
ま
す
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
ど
で
、
文
字
が
書
け

な
い
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
投
票
所
の
補
助
員
が
代
筆
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
投
票
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

点
字
投
票

　
目
が
不
自
由
な
た
め
点
字
で
投
票
し
た

い
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
点
字
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
が
、
使
い
慣
れ
た
自
分
の
点
字
器
を

使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■新南陽総合支所

※次の２か所以外は変更ありません

不在者投票場所が変わります！

■選挙管理委員会
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ま
ず
は
「
家
庭
」
か
ら

　
平
成
９
年
に
開
催
さ
れ
た
地
球
温
暖

化
防
止
京
都
会
議
の
取
り
決
め(

京
都
議

定
書)

に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
「
家
庭
」
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
は
全
体
の
約
４

分
の
１
を
占
め
て
い
て
、
深
刻
な
地
球

温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
ま

ず
は
「
家
庭
」
か
ら
省
エ
ネ
を
実
行
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
身
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は

あ
ま
り
実
感
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
の

　

周
南
市
地
域

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

策
定
委
員
会
委
員
募
集

　
こ
の
委
員
会
は
、
周
南
市
の
地
域
特

性
を
も
と
に
、
将
来
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
機
関
で
す
。

　
市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
計

画
な
ど
の
策
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

一
般
か
ら
も
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
　
新
南
陽
・
熊
毛
・
鹿
野
地
域

在
住
（
徳
山
地
域
は
す
で
に
募
集
済
み
）

の
20
歳
以
上
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

よ
う
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
氷
河
は
、
急

速
に
後
退
し
て
い
ま
す
。

写
真
提
供 

名
古
屋
大
学
環
境
学
研
究
科

温
暖
化
防
止
「
エ
ア
コ
ン
編
」

●
省
エ
ネ
手
法

　
エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
や
、
マ
イ
コ

ン
が
組
み
込
ま
れ
た
製
品
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
に
つ
な
い
で
お
く
だ
け
で
、
電
気

心
が
あ
り
、
年
３
回
の
委
員
会
に
出
席

可
能
な
人
、
若
干
名

■
報
酬
　
出
席
ご
と
に
５
９
０
０
円

■
任
期
　
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
み
　
６
月
13
日(

金)

ま
で
に
、

郵
送
、
宅
配
ま
た
は
持
参
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
（
４
０

０
字
程
度
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
活
動
歴

を
書
い
て
、
〒
７
４
５-

８
６
５
５
岐
山

通
１-

１
環
境
政
策
課
環
境
係
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
公
募
担
当
へ
。

TEL
０
８
３
４
(22)
８
３
２
４

1978年

1998年

を
消
費
し
て
い
ま
す
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

84
日
で
、
二
酸
化
炭
素
約
1.9
㎏
を
排
出

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す(

電
気
の
利

用
は
、
発
電
所
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
に
つ
な
が
り
ま
す)

。

　
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
い
と
き
は
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
エ
ア
コ
ン
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

「
広
さ
に
合
っ
た
も
の
を
選
ぶ
」

　
気
象
条
件
や
建
物
構
造
、
部
屋
の
広

さ
を
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。
広
さ
の

目
安
と
し
て
、「
６
畳
〜
９
畳
用
」
と
表

記
の
場
合
は
、
６
畳
は
木
造
和
室
南
向

き
を
、
９
畳
は
鉄
筋
マ
ン
シ
ョ
ン
南
向

き
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
を
選
ぶ
」

　
エ
ア
コ
ン
は
「
省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ

制
度
」
の
対
象
機
種
で
す
。
緑
色
と
オ

レ
ン
ジ
色
の
２
種
類
あ
り
、
緑
色
の
も

の
は
省
エ
ネ
基
準
を
達
成
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す（
オ
レ
ン
ジ
色
は
未
達
）。

カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
℡
０
８
３
４
(22)
８
３
２
４

考えよう

地球温暖化問題とは

　私たちの住む地球には大気がありま

す。大気の温室効果により、平均地上気

温は約15℃に保たれ、人間や動物に

とって住み良い環境になっています。

　しかし、人間の活動により、温室効果

の原因となる温室効果ガスの濃度が上昇

すると、地表付近の大気の気温が上昇し、気候の変動を

引き起こし、生態系をはじめとする人類の生存基盤に多

大な影響を及ぼします。これが地球温暖化問題です。

　温室効果ガスの中でも、人間のエネルギー利用により排

出される二酸化炭素は影響が最も大きいことから､省エネ

ルギーを推進することが､重要な課題になっています。

考えよう
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春
の
行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
制
度

は
、
役
所
の
仕
事

（
国
の
仕
事
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
、
県
・
市
町
村
の
仕
事
で

国
か
ら
受
託
し
て
い
る
仕
事
や
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る

仕
事
）
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
　
日
〜
　
日

周
南
市
の
行
政
相
談
委
員

一
日
合
同
行
政
相
談
所

　
周
南
市
で
は
、
次
の
８
人
が
行
政
相

談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
助

言
や
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　｢

春
の
行
政
相
談
週
間
」
の
一
環
と

し
て
、
登
記
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生

活
、
道
路
、
河
川
、
介
護
保
険
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
無
料
で
秘
密
厳
守
。

日
時
　
５
月
28
日(

水)

10
時
〜
15
時

場
所
　
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

(

福
川
南
町
２-
１)

　
新
南
陽
総
合
支
所
で
は
、
毎
月
第
２

木
曜
日
13
時
〜
15
時
、
市
民
相
談
室
で

行
政
相
談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口
行
政
評
価

事
務
所
で
は
、
常
時
、
行
政
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
課(

TEL
０
８
３
４
(61)
３
０
９
８)

、

ま
た
は
山
口
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課(

TEL
０
８
３-

９
２
２-

１
５
９

１)

へ
。

人
権
擁
護
委
員
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
24
年
６
月
１
日
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

委
嘱
さ
れ
、
人
権
に
関
す
る
相
談
や
、

お
互
い
に
人
権
を
守
り
あ
っ
て
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
周
南
市
に
は
、
20
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
次
の
人
権

擁
護
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

★場所、住所などには[ ]で各地域を表示します。

　例 [徳]＝徳山地域 [新]＝新南陽地域 [熊]＝熊毛地域 [鹿]＝鹿野地域

25

19
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６
月
28
日(

土)

徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

　
吉
川
英
治
と
『
宮
本
武
蔵
』

７
月
26

　
宮
本
武
蔵
の
虚
像
と
実
像

８
月
23
日(

土)

市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
巌
流
島
決
闘
の
真
相

９
月
27
日(

土)

市
民
館
小
ホ
ー
ル

　
宮
本
武
蔵
と
肥
後
熊
本
藩

10
月
11
日(

土)

岡
山
県
大
原
町(

予
定)

　
史
跡
探
訪
【
希
望
者
の
み
】

時
間
　
10
時
〜
12
時(

10
月
11
日
を
除
く)

 

周
南
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
３

講
師
　
徳
山
大
学
　
播
磨
定
男
教
授

定
員
　
２
５
０
人(

申
込
順)

受
講
料
　
１
０
０
０
円(

史
跡
探
訪
は
別

途
負
担)

申
込
み
　
は
が
き
、
FAX
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講

座
名
を
書
い
て
、
〒
７
４
５-

０
０
７

１ 

岐
山
通
１-

４ 

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ
。
TEL
０
８
３
４
(22)
８
６
９
０
　

FAX
０
８
３
４
(22)
８
８
１
６
　
Ｅ
メ
ー
ル

chuo-ko@
city
.shuna

n.y
a
m
a
g
uchi.jp

歴
史
講
座
「
歴
史
と
文
学
の
は
ざ
ま
」

宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎

 

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ

　
県
内
６
つ
の
学
校
と
周
南
市
が
共
同

で
開
催
す
る｢

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ

ジ｣

。
今
回
は
徳
山
大
学
福
祉
情
報
学
部

の
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。
会
場
は
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー(

徳
山
駅
ビ
ル)

で
す
。

「
児
童
福
祉
の
あ
ら
ま
し
」

■
内
容
＝
児
童
家
庭
福
祉
施
策
の
状
況

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
21
日
、
６
月
４
日
、
６

月
18
日
、
７
月
２
日
、
７
月
９
日
の
各

水
曜
日
19
時
〜
■
講
師
＝
家
常
恵
先
生

■
受
講
料
＝
１
５
０
０
円

「
心
の
仕
組
み
体
験
し
て
み
よ
う
」

■
内
容
＝
実
験
や
性
格
検
査
な
ど
を
通

じ
、
心
の
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
16
日
、
７
月
23
日
、
７
月

30
日
の
各
水
曜
日
18
時
〜
■
講
師
＝
寺

田
雅
英
先
生
■
受
講
料
＝
１
５
０
０
円

申
込
み
　
電
話
、
FAX
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
企
画
調
整
課
内 

周
南
サ
テ
ラ
イ

ト
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
へ
。
　
TEL
(22)
８
４

７
８
　
FAX
(22)
８
４
７
５
　
Ｅ
メ
ー
ル

k
ik
a
k
u@
c
ity
.shuna

n.y
a
m
a
g
uc
hi.jp

ご
存
じ
で
す
か 

●
施
行
か
ら
１
年

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

　
昨
年
の
５
月
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

が
施
行
さ
れ
、
建
築
物
な
ど
の
解
体
工

事
及
び
新
築
工
事
の
内
、
対
象
工
事
を

行
う
場
合
は
、「
分
別
解
体
」
と
「
再
資

源
化
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
工
事

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及

び
鉄
か
ら
な
る
建
設
資
材
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
の
い
ず

れ
か
を
用
い
た
建
築
物
の
工
事
で
、
次

に
該
当
す
る
も
の
。

▼
解
体
で
、
延
床
面
積
が
80
㎡
以
上

▼
新
築
・
増
築
で
、
延
床
面
積
が
５
０
０

　
㎡
以
上

▼
修
繕
・
模
様
替
（
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）

　
で
、
工
事
金
額
が
１
億
円
以
上

▼
そ
の
他
の
工
作
物
に
関
す
る
工
事

　
で
、
工
事
金
額
が
５
０
０
万
円
以
上

届
出
及
び
手
数
料
な
ど

　
届
出
者
は
、
工
事
の
発
注
者
ま
た
は

自
主
施
工
者
で
、
工
事
着
手
７
日
前
ま

で
に
、
市
や
県
に
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

問
合
せ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す
る
事
前
届

出
な
ど
の
ご
質
問
は
、

■
市
開
発
指
導
課

TEL
０
８
３
４
(22)
８
４
２
１

■
県
周
南
土
木
建
築
事
務
所

TEL
０
８
３
４
(21)
３
５
９
３

■
県
監
理
課
技
術
管
理
室

TEL
０
８
３-

９
３
３-

３
６
３
６

　５月26日(月)から30日(金)の間、「建設

リサイクル法」が守られているか、次の４点

を中心に、市内でもパトロールを行います。

①事前届出がされているか

②分別解体などが適正に行われているか

③再資源化などが適正に行われているか

④建設業許可・解体工事業登録を受けた

業者による施工か

全国一斉パトロール
を実施します

日(

土)

市
民
館
小
ホ
ー
ル
﹇
徳
﹈
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

　
４
月
21
日
に
徳
山
市
、
新
南
陽
市
、

熊
毛
町
、
鹿
野
町
が
合
併
し
て｢

周
南

市｣

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
山
口
県
勢
の
発
展
を
リ
ー

ド
す
る｢

元
気
発
信
都
市
周
南
市｣

に
ふ

さ
わ
し
い
、
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
　
市
旗
、
バ
ッ

ジ
な
ど
に
も
使
用
で
き
る

デ
ザ
イ
ン

応
募
資
格
　
制
限
な
し

応
募
規
定
　
▼
自
作
で
未

発
表
の
も
の
。
応
募
点
数

に
制
限
な
し
▼
は
が
き

か
、
は
が
き
サ
イ
ズ
の
用

紙(

１
枚
に
つ
き
１
点)

と

し
、
彩
色
は
用
紙
の
地
色

を
含
め
４
色
以
内
。
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
▼
作

品
の
裏
に
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
図
案
の
趣

旨
・
意
図
な
ど
の
説
明
を
明
記
▼
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
▼
決
定
作
品
を
使
用

す
る
際
、
一
部
補
正
を
加
え
た
り
、
モ
ノ

ク
ロ
で
使
用
す
る
場
合
あ
り

そ
の
他
　
発
表
は
10
月
の
予
定
、
応
募

申込方法が変わりました
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
周
南
市

に
帰
属

賞
　
最
優
秀
賞(

１
点)

＝
10
万
円
、
優

秀
賞(

２
点)

＝
各
５
万
円

応
募
締
切
　
６
月
16
日(

月)

消
印
有
効

応
募
先
　
〒
７
４
５-

８
６
５
５ 

岐
山

通
１-

１ 

企
画
調
整
課｢

市
章
デ
ザ
イ

ン
担
当｣ 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
４
７
８

「
元
気
発
信
都
市
」

に
ふ
さ
わ
し
い

市
章
デ
ザ
イ
ン

た
だ
今
、募
集
中
。

県道下松新南陽線
道路工事のお知らせ
　５月中旬から10月中旬までの９時から

16時、車道の排水性舗装および歩道改修

工事のため、福川中学校前から新南陽総合

支所付近までの区間が、片側交互通行にな

ります。ご協力をお願いします。

問合せ　県周南土木建築事務所工務第１課

　　　　　　　　　　　TEL 0834(21)3593

■応募資格

次の要件を満たしている人

①現在同居、または同居しようとする親族

がある

②現在住宅に困っていると認められる

③法で定める収入基準に該当している

■募集団地

単身での申込み不可

大迫田[徳]、金剛山[徳]、慶万[徳]、ひば

りケ丘[徳]、周陽[徳]、若山[新]、西桝

[新]、福川南[新]

単身での申込み可(一定の要件があります)

周南[徳]、舞車[徳]、慶万[徳]、瀬の上[新]

■入居申込書の郵送期間

５月20 日(火)～ 31 日(土)

※期間内の消印のあるものが有効

■抽選会

６月６日(金)９時 30分～

市総合スポーツセンター[徳]

県営住宅入居者募集

★場所、住所などには[ ]で各地域を表示します。

　例 [徳]＝徳山地域 [新]＝新南陽地域 [熊]＝熊毛地域 [鹿]＝鹿野地域

●入居申込方法が便利になります

①郵送による申込みになります（申込書の

様式が変わります）

②申込書は、県土木建築事務所、市建築住

宅課または各総合支所の担当窓口で入手でき

ます

③申込時に、証明書類が不要になります(証

明書類は抽選後に提出）

④抽選会への出席が不要になります（抽選

会は公開で行います）

●高齢者、障害者、母子世帯などは、抽選の

際に優先的な取り扱いを行います

申込み・問合せ

県周南土木建築事務所

建築住宅課

   TEL0834(21)3593
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お
知
ら
せ

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

■
６
月
１
日(

資
格
基
準
日)

現
在
で
作

成
し
た
定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
■
６
月
３
日(

火)

〜
７

日(
土)
８
時
30
分
〜
17
時
、
選
挙
管
理

委
員
会 
※
期
間
中
は
在
外
選
挙
人
名
簿

も
縦
覧
■
問
合
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
５
２
１

平
成
15
年
地
価
公
示
に
係
る
図
書
の
閲
覧

■
平
成
15
年
１
月
１
日
時
点
に
お
け

る
、
標
準
地
の
価
格
を
掲
載
し
た
図
書

の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。
■
本
庁
市
民
さ

ろ
ん
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所(

和
田
、

八
代
を
除
く)

、
中
央
図
書
館[

徳]

■

問
合
せ
＝
総
務
課

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
２
８
１

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成

■
５
月
30
日(

金)

ま
で
に
高
齢
障
害

課
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
■
対
象
＝
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
３
級･

療
育
手
帳
Ａ･

精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
、
障

害
年
金
１
級
受
給
者
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
１
級
支
給
対
象
児
童 

※
所
得
制
限

あ
り
。
■
す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る

人
は
有
効
期
間
が
６
月
30
日(

月)

ま
で

で
す
。
早
め
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
老
人
医
療
の
該
当

者
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
療

育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人
は
更
新
手

続
き
が
不
要
で
す
。
■
持
参
物
＝
障
害

の
程
度
を
証
明
す
る
も
の(

身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
年
金
証
書
な

ど)

、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
■
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
課 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
４
６
３

児
童
手
当
の
受
給
手
続
き

■
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
で
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
や
、
転
入
し
た
人
で
請
求

を
し
て
い
な
い
人
は
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
■
対
象
＝
市
内
在
住
で
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人 

※
所
得
制
限

あ
り
■
支
給
金
額(

月
額)

＝
第
１･

２

子
各
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
１
万

円
■
現
在
受
給
中
の
人
は
６
月
初
め
に

児
童
手
当
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。
■

問
合
せ
＝
児
童
家
庭
課
児
童
母
子
係 

TEL

０
８
３
４
(22)
８
４
６
０
、
ま
た
は
各
総

合
支
所
担
当
窓
口
へ
。
新
南
陽 

TEL
０
８

３
４
(61)
３
０
８
５
、
熊
毛 

TEL
０
８
３
３

(92)
０
２
５
２
、
鹿
野 

TEL
０
８
３
４
(68)
２

３
３
３

成
人
の
健
康
診
査

■
６
月
24
日(

火)

13
時
〜
13
時
40
分
、

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
■
内
容
＝
基
本

健
康
診
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
歯
周
疾

患
検
診
、
肺
が
ん･

結
核
検
診
■
基
本
健

康
診
査
は
６
月
３
日(

火)

ま
で
に
予
約

が
必
要
■
料
金
な
ど
詳
し
く
は
新
南
陽

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(61)
３
０
９
１

家
庭
教
育
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

■｢

思
春
期｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
専
門

家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
子
ど
も
た
ち

自
身
か
ら
の
声
な
ど
を
集
め
た
ビ
デ
オ

で
す
。
■
希
望
す
る
人
は
電
話
で
生
涯

学
習
課
青
少
年
係
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
６
９
７

じ
ん
肺
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

■｢
原
発
性
肺
が
ん｣

が
、
じ
ん
肺
の
合

併
症
と
し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
じ
ん
肺
健
康
診
断
に
お
け
る
合
併

症
の
検
査
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
年
１
回

じ
ん
肺
有
所
見
者
に
「
肺
が
ん
に

関
す
る
検
査
」
を
行
う
こ
と
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
＝
厚
生
労
働
省
山
口
労

働
局
労
働
基
準
部

　
TEL
０
８
３-

９
９
５-

０
３
７
３

御
屋
敷
山
斎
場
か
ら
の
お
願
い

■
御
屋
敷
山
斎
場
で
は
、
ご
み
の

持
ち
帰
り
運
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
弁
当
の
空
き
箱
に
つ
い
て
も
、

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合

　
　
　 

TEL
０
８
３
３
(43)
２
６
３
６

県
税
の
夜
間
の
納
税(

相
談)

窓
口

■
昼
間
、
納
税
ま
た
は
納
税
相
談

が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
窓
口
で

す
。
■
５
月
29
日(

木)

・
30
日

(

金)･

６
月
２
日(

月)

20
時
ま
で
、
周
南

県
税
事
務
所[

徳]

■
問
合
せ
＝
周
南
県

税
事
務
所 

TEL
０
８
３
４
(21)
３
５
９
０

事
業
主
の
皆
さ
ん
。
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
に
係
る
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
、
来
春
卒
業

予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人
数
の
減
少

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
用
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
き
、
説
明
会
に
出
席
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
■

６
月
５
日(

木)

14
時
〜
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
徳
山
■
内
容
＝
新
規
学
卒
求
人

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
■
問
合
せ
＝
徳

■38度以上の急な発熱や、たんを伴わ

ないせき、呼吸困難などの症状が現れる

肺炎で、香港、中国広東省などで発生し
でんぱ

ている感染症です。■伝播確認地域(地域内での限定的なひ

ろがりがＷＨＯに公式報告された地域)から帰国後10日以内

で症状が見られる場合は、すぐに医療機関で受診してくだ

さい。■詳しくは厚生労働省のホームページをご覧くださ

い。http://www.mhlw.go.jp/topics/2003/03/tp0318-1.html

■問合せ＝県周南健康福祉センター　TEL 0834(31)6394

サーズ

新型肺炎（重症急性呼吸器症候群＝ＳＡＲＳ)
　　　　　に関する対応について
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★場所、住所などには[ ]で各地域を表示します。

　例 [徳]＝徳山地域 [新]＝新南陽地域 [熊]＝熊毛地域 [鹿]＝鹿野地域

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

山
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(31)
１
９
５
０

相
談

糖
尿
病･

高
脂
血
症
の
人
の
栄
養
相
談

■
６
月
12
日(

木)

９
時
〜
15
時
、
新
南

陽
保
健
セ
ン
タ
ー
■
対
象
＝
糖
尿
病
や

高
脂
血
症
な
ど
で
食
生
活
の
改
善
が
必

要
な
人
、
健
康
診
断
な
ど
で
食
事
指
導

を
指
示
さ
れ
た
人
、
健
康
の
た
め
の
食

事
に
関
心
が
あ
る
人
■
相
談
方
法
＝
１

時
間
程
度
の
個
人
面
接
方
式(

予
約
制)

■
申
込
方
法
＝
電
話
で
新
南
陽
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。
TEL
０
８
３
４
(61)
３
０
９
１

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
の
巡
回
相
談

■
６
月
17
日(

火)

13
時
〜
15
時
、
徳
山

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
■
内
容
＝
療
育
手

帳
相
談
、
保
健
相
談
な
ど
■
持
参
物
＝

療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
障
害

基
礎
年
金
証
書
な
ど
■
申
込
方
法
＝
６

月
10
日(

火)

ま
で
に
電
話
か
FAX
で
高
齢

障
害
課
へ
。
TEL
０
８
３
４
(22)
８
４
６
３

FAX
０
８
３
４
(22)
８
４
６
４

障
害
児
の
た
め
の
巡
回
就
学
相
談

■
６
月
17
日(

火)

、
光
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー(

光
市)

■
対
象
＝
障
害
の

あ
る
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
就
学

前
の
幼
児
と
保
護
者
、
保
育
士
や
教
員

な
ど
■
内
容
＝
医
学
、
心
理
学
、
教
育

の
専
門
家
に
よ
る
就
学
や
療
育
の
相
談

■
申
込
方
法
＝
問
合
せ
の
上
、
５
月
27

日(

火)

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
県

教
育
研
修
所
ふ
れ
あ
い
教
育
セ
ン
タ
ー

へ
。 

TEL
０
８
３-

９
８
７-

１
２
４
６

熊
毛
地
域
の
人
対
象 

心
配
ご
と
相
談

■
６
月
２
日(

月)

、
社
会
福
祉
協
議
会
熊

毛
支
部
■
内
容
＝
一
般
、
行
政
、
高
齢
者

生
活
■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会
熊

毛
支
部 

TEL
０
８
３
３
(92)
０
０
２
７

専
門
家
に
よ
る
就
職
相
談

■
６
月
〜
週
１
回
、
県
東
部
労
政
事
務

所[

徳]

■
内
容
＝
専
門
家
に
よ
る
就
職

相
談
、
適
職
診
断
■
詳
し
く
は
電
話
で

県
東
部
労
政
事
務
所
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(21)
３
５
９
４

６
月
の
子
ど
も
の
こ
と
相
談

■
子
ど
も
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
し
つ

け
、
進
路
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
■
６
月
３
日(

火)･

20

日(

金)

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、
徳
山

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
■
生
涯
学
習
課
の

教
育
相
談
室
で
も
相
談
を
受
け
て
い
ま

す(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分)

。
■

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
６
９
７

５
月
の
お
で
か
け
相
談
会

■
５
月
28
日(

水)

14
時
〜
16
時
、
西
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー[

新]

■
内
容
＝
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
相
談
、
全
県
的
に
活
動
す
る

団
体
の
紹
介
、
助
成
金
の
紹
介
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ん
で
も
相
談
■
問
合

せ
＝
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー 

TEL
０
８
３-

９
３
４-

４
６
６
６

募
集

青
年
法
政
大
学
受
講
者

■
６
月
12
日
〜
11
月
20
日
の
原
則
と
し

て
毎
週
木
曜
日
18
時
45
分
〜
21
時
、
徳

山
青
年
館
■
内
容
＝
法
学
の
す
す
め
、

子
育
て
や
家
事
か
ら
得
て
き
た
も
の･

見
え
て
き
た
も
の 

ほ
か
■
対
象
＝
周

南
地
域
在
住
で
30
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人

■
受
講
料
＝
自
主
活
動
費
２
０
０
０
円

■
申
込
方
法
＝
５
月
30
日(

金)

ま
で
に

電
話
で
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
５
２
１

鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
毎
週
月
曜
日
〜
土
曜
日
の
内
１
回
、

鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
ひ
ば
り
園[

徳]

■
内

容
＝
お
む
つ
た
た
み
、
布
切
り
■
問
合

せ
＝
鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
看
護
育
成
部

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(29)
１
４
３
０

し
ん
な
ん
よ
う
駅
南
団
地
分
譲

■
５
月
21
日(

水)

〜
25
日(

日)

12
時
〜
20

時
、
県
住
宅
供
給
公
社(

山
口
市)

■
募
集

数
＝
４
区
画
■
問
合
せ
＝
県
住
宅
供
給

公
社 

TEL
０
８
３-

９
２
２-

２
８
７
７

や
ま
ぐ
ち
人
材
バ
ン
ク

■
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
と
人
材
を
探
し

て
い
る
企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
す
る「
や
ま
ぐ
ち

人
材
バ
ン
ク
」の
登
録
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。■
資
格
＝
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
人
や
、県
内
で
の
雇
用
を
予
定
し
て

い
る
企
業
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て

い
る
人
■
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。h

ttp
:/
/
y
a
m
a
g
u
c
h
i-

d
e
n
n
o
u
.c
o
m
/

■
問
合
せ
＝
県
商
工
労

働
部
雇
用･

能
力
開
発
課

　
　 

TEL
０
８
３-

９
３
３-

３
２
５
４

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

■
６
月
６
日
〜
６
月
27
日
の
毎
週
金

曜
日
19
時
〜
21
時
、
徳
山
小
学
校
講
堂

■
会
費
＝
１
５
０
０
円(

資
料
代
含
む)

■
申
込
方
法
＝
電
話
で
青
木
さ
ん
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(31)
８
７
０
４

【市民館[徳]】 ■６月11日(水)■定員＝30人(申込

順)■相談員＝弁護士、司法書士、警察安全相談課職員、

人権擁護委員、行政相談委員、法務局職員■申込方法＝

電話で生活安全課市民相談係へ。TEL 0834(22)8320

【新南陽公民館】 ■６月18日(水)■定員＝15人(申込

順)■相談員＝弁護士■申込方法＝電話で新南陽総合

支所コミュニティ課へ。TEL 0834(61)3098

６月の無料法律相談(予約制)
周南市民対象で､６月２日(月)から予約受付
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第45回水道週間(6月1日～7日)
 「届けます 未来に安心 水道水」
浄水場施設見学 ■６月２日(月)～６日

(金)10時～15時、大迫田浄水場[徳]■申

込方法＝事前に電話で大迫田浄水場へ。

　　　　　　　　　TEL 0834(28)0072

みずの教室 ■対象＝市内の小･中学生

■詳しくは水道局総務課へ。

　　　　　　　　　TEL 0834(22)8613

ス
ポ
ー
ツ

健
康･

体
力
つ
く
り
実
践
セ
ミ
ナ
ー

■
６
月
５
日(

木)

18
時
〜
20
時
45
分
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー[

徳]

■
内

容
＝
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
テ
ス
ト

な
ど
■
定
員
＝
30
人(

申
込
順)

■
申
込

方
法
＝
６
月
２
日(

月)

ま
で
に
電
話
で

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(28)
８
８
８
３

周
南
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
会･

周
南
大
会

■
６
月
29
日(

日)

８
時
45
分
〜
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー[

徳]

■
対
象
＝
周

南
地
域
及
び
周
辺
の
チ
ー
ム
■
種
目
＝

混
合･

女
子
フ
リ
ー
の
部
、
混
合･

女
子

ブ
ロ
ン
ズ
の
部
■
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム

１
５
０
０
円
■
締
切
り
＝
６
月
10
日

(

火)

■
問
合
せ
＝(

財)

新
南
陽
市
体
育

協
会 

TEL
０
８
３
４
(62)
２
６
７
８

初
心
者
な
ぎ
な
た
教
室

■
５
月
30
日
〜
８
月
１
日
の
毎
週
金
曜

日
18
時
30
分
〜
20
時
、
徳
山
小
学
校
講

堂
■
定
員
＝
20
人
■
会
費
＝
月
２
０
０

０
円
■
申
込
方
法
＝
５
月
29
日(

木)

ま

で
に
電
話
で
田
中
さ
ん
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(62)
０
６
５
８

親
子
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

■
６
月
７
日(

土)

〜
８
日(

日)

１
泊
２

日
、
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
村(

光
市)

■
内

容
＝
室
積
湾
で
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
す
。
■
対
象
＝

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
を
含
む
２
人
以

上
の
家
族
、
10
家
族
■
参
加
料
＝
19
歳

未
満
１
人
５
５
０
０
円
、
19
歳
以
上
１

人
７
０
０
０
円(

宿
泊
費
、
食
事
代
、
保

険
料
ほ
か)

■
申
込
方
法
＝
６
月
１
日

(

日)

ま
で
に
電
話
で
県
セ
ー
リ
ン
グ
連

盟
事
務
局
へ
。
■
問
合
せ
＝
県
セ
ー
リ

ン
グ
連
盟
事
務
局

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
３
(71)
５
４
３
９

資
格
試
験

岩
国
基
地
内
大
学
日
本
人
就
学
生

■
面
接
試
験
＝
６
月
８
日(

日)

、
岩
国

市
役
所
■
セ
ン
ト
ラ
ル･

テ
キ
サ
ス
大

学(

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
学
、
法
学
、
法
律
事

務
ほ
か)

、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学(

ビ
ジ

ネ
ス
経
営
学
、
心
理
学
、
ア
ジ
ア
研
究

ほ
か)
■
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
し
、

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
必
要
な
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ス
コ
ア(
セ
ン
ト
ラ
ル･

テ
キ

サ
ス
大
学
は
５
０
０
点
以
上
、
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
は
５
５
０
点
以
上)

を
満

た
し
て
い
る
人
■
出
願
締
切
＝
６
月
４

日(

水)

必
着
■
問
合
せ
＝
岩
国
基
地
内

大
学
就
学
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
２
７
(29)
５
０
３
１

警
察
官
な
ど
の
採
用
試
験

警
察
官 

▼
一
次
試
験
７
月
13
日(

日)

▼

受
付
期
間
＝
５
月
13
日(

火)

〜
６
月
13

日(

金)

職
員
上
級(

警
察
事
務) 

▼
一
次
試
験
＝

６
月
22
日(

日)

▼
受
付
期
間
＝
５
月
13

日(

火)

〜
５
月
30
日(

金)

■
問
合
せ
＝
周
南
警
察
署

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(21)
０
１
１
０

火
薬
類
製
造･

取
扱
保
安
責
任
者
試
験

■
試
験
＝
８
月
24
日(

日)

13
時
〜
15

時
、
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

山
口

市)

■
試
験
の
種
類
＝
甲
種･

乙
種
火
薬

類
取
扱
保
安
責
任
者
、
丙
種
火
薬
類
製

造
保
安
責
任
者
■
受
験
料
＝
１
万
２
０

０
０
円
■
願
書
受
付
期
間
＝
６
月
24
日

(

火)

〜
７
月
３
日(

木)

■
詳
し
く
は

(

社)

山
口
県
火
薬
保
安
協
会
へ
。

　
　 

TEL
０
８
３-

９
２
５-

２
６
４
９

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

■
講
習
＝
学
科
６
月
25
日(

水)･

26
日

(

木)

、
実
技
６
月
28
日(

土)
･

29
日

(

日)･

７
月
５
日(

土)･

６
日(

日)

の
う

ち
１
日
、
学
科
は
ホ
テ
ル
松
原
屋(

光

市)･

実
技
は
日
立
製
作
所
笠
戸
事
業
所

(

下
松
市)

■
問
合
せ
＝
下
松
労
働
基
準

協
会 

TEL
０
８
３
３
(41)
３
５
１
０

講
演･

講
座

高
齢
者
健
康
体
操
ニ
コ
ニ
コ
講
座

■
５
月
26
日(

月)･

６
月
２
日(

月)･

９

日(
月)･
23
日(

月)･

27
日(

金)･

30
日

(

月)

10
時
〜
11
時
30
分
、
徳
山
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
■
対
象
＝
健
康
体
操
に
関

心
の
あ
る
高
齢
者
、
50
人(

申
込
順)

■

申
込
方
法
＝
５
月
19
日(

月)

９
時
か
ら

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(22)
８
１
８
１

乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
座

■
５
月
27
日(

火)

10
時
ま
で
に
徳
山
保

健
セ
ン
タ
ー
に
集
合

も
ぐ
も
ぐ
期
離
乳
食
教
室 

▼
対
象
＝
平

成
14
年
８･

９･

10
月
生
ま
れ
の
乳
児
と

そ
の
親
▼
内
容
＝
栄
養
士
に
よ
る
お
話

▼
受
講
料
＝
材
料
代
実
費
▼
持
参
物
＝

母
子
健
康
手
帳

に
こ
に
こ
歯
磨
き
学
級 

▼
対
象
＝
２
歳

６
か
月
〜
４
歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
親

で
、
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
、
10
組

(

申
込
順)

▼
内
容
＝
歯
科
衛
生
士
に
よ
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★場所、住所などには[ ]で各地域を表示します。

　例 [徳]＝徳山地域 [新]＝新南陽地域 [熊]＝熊毛地域 [鹿]＝鹿野地域

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

県周南健康福祉センターの

　　　 健康増進事業
【一般クリニック】毎月第３火曜日13時～14時■内

容＝検尿、胸部Ｘ線検査などの一般健康診断

【骨髄バンクドナー登録会受付採取日】毎月第１水曜

日９時30分～10時30分■対象＝20歳から50歳ま

での健康な人で提供内容を十分理解し、家族の同意

が得られる人

【心の健康相談】毎月第１･３火曜日13時～14時■内

容＝物忘れ、悩み、ストレス、お酒に関する問題など

気軽に相談してください。

【思春期ひきこもり相談】毎月第２火曜日13時～■対

象＝思春期･青年期(30歳代まで)のひきこもりケース

(病院にかかっているケースは除く)

【Ｃ型肝炎抗体検査】毎月１･３火曜日９時～10時■

料金＝Ｃ型肝炎抗体検査1,490円、採血料100円、結

果郵送料80円■電話相談も受け付けています。

【ＨＩＶ(エイズ)抗体検査】毎月第１･３火曜日10時

～11時、奇数月の第１火曜日17時～19時■匿名で

受けられます。希望者は梅毒抗体検査、クラミジア抗

体検査も受けられます。※感染したと思われる日か

ら３か月経過してから検査を受けてください。■電

話相談も受け付けています。

【赤痢菌･サルモネラ菌･Ｏ -157検便】毎月第２火曜

日９時30分～11時■料金＝赤痢･サルモネラ470円、

Ｏ-157･赤痢･サルモネラ500円

いずれも予約が必要です。祝日などの都合により開

催日が変更になる場合がありますので、事前に問合

せてください。

■開催場所･問合せ＝県周南健康福祉センター[徳]

　　　　　　　　　　　　　　　 TEL0834(31)6394

る
虫
歯
予
防
の
お
話
、
歯
の
磨
き
方
、

虫
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
▼
持
参
物
＝
母

子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

■
申
込
方
法
＝
電
話
で
健
康
増
進
課

へ
。
TEL
０
８
３
４

(22)
８
５
５
３
※
当

日
の
受
け
付
け
は

し
ま
せ
ん
。

不
登
校
を
考
え
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
５
月
31
日(
土)
14
時
〜
16
時
、
山
口

南
総
合
セ
ン
タ
ー(
山
口
市)

■
内
容
＝

不
登
校
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
意
見
交
換
■
問
合
せ
＝
県

周
南
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(21)
３
５
９
５

徳
山
地
方
郷
土
史
会
記
念
講
演

■
５
月
24
日(

土)

13
時
30
分
〜
15
時
、

市
民
館
小
ホ
ー
ル[

徳]

■
内
容
＝
「
秋

田
県
大
館
市
に
あ
る
松
下
村
塾
」
徳
山

大
学 

播
磨
教
授
■
問
合
せ
＝
山
本
さ
ん

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(63)
４
０
４
１

学
校
教
育
機
能
開
放
講
座

■
６
月
６
日
〜
８
月
29
日
の
毎
週
金
曜

日(

全
10
回)

18
時
〜
20
時
、
新
南
陽
高

校
■
内
容
＝｢

歴
史
が
教
え
て
く
れ
る

こ
と
〜
周
南
地
方
の
歴
史
と
民
俗｣

■

定
員
＝
40
人(

申
込
多
数
は
抽
選)

■
申

込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
欄
に

「
新
南
陽
高
校･

歴
史
が
教
え
て
く
れ
る

こ
と
」、
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
返
信
欄
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
〒
７

５
３-

０
０
７
２ 

山
口
市
大
手
町
２-

18 

県
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
　 

TEL
０
８
３-

９
２
３-

３
３
２
５

イ
ベ
ン
ト

さ
つ
き･

山
野
草･

陶
芸
展

■
５
月
31
日(

土)･

６
月

１
日(

日)

９
時
〜
17
時
、

新
南
陽
公
民
館
■
内
容
＝

さ
つ
き･

山
野
草･

陶
芸
作

品
の
展
示
、
刃
物
の
無
料
研
磨
■
10
時

か
ら
先
着
50
人
に
山
野
草
を
無
料
配
布

■
問
合
せ
＝
下
川
さ
ん

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(63)
７
１
６
７

新
南
陽
地
区
と
ん
と
ん
カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り

■
６
月
15
日(

日)

10
時
〜
、
富
田
東
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー(

と
ん
と

ん
会
館)

■
定
員
＝
60
人(

申
込
順)

■

受
付
開
始
＝
５
月
20
日(

火)

■
申
込
方

法
＝
電
話
で
と
ん
と
ん
会
館
へ
。

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(63)
４
９
２
７

新
南
陽
公
民
館
「
日
本
画
講
座
」
作
品
展
示

■
５
月
23
日(

金)

〜
25
日(

日)

10
時
〜

16
時(

最
終
日
は
15
時
30
分
ま
で)

、
新

南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
■
講
座
生
の

作
品
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
■

問
合
せ
＝
新
南
陽
公
民
館

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(63)
１
１
８
８

邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
山
口 

演
奏
会

■
６
月
22
日(

日)

14
時
開
演
、
文
化
会

館[

徳]

■
内
容
＝
和
楽
器
に
よ
る
演
奏

と
歌
、
朗
読
■
入
場
料
＝
大
人
５
０
０

円(

当
日
７
０
０
円)

、
高
校
生
以
下
無

料
■
問
合
せ
＝
澄
田
さ
ん

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(31)
８
２
６
３

第
３
回
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ン
ド

■
５
月
25
日(

日)･

26
日(

月)

10
時
〜

16
時
30
分
、
市
民
館[

徳]

■
内
容
＝

カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
、
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
な
ど
の
展
示
と
手
作
り
教
室
■

問
合
せ
＝
吉
崎
さ
ん

　
　
　
　
　 

TEL
０
８
３
４
(21)
１
０
４
４
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この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

■市政情報番組　周南市政だより 「安心・安全～

　周南市の消防」（５月16日～31日)▼ＣＣＳ(４

　チャンネル)毎日６時・15時・22時▼Ｋビジョン(11

　チャンネル)毎日９時30分・14時30分・21時30分

　▼岐北テレビでもご覧になれます。

■ホームページ　http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

■Ｅメール　　info@city.shunan.yamaguchi.jp

■発行日　毎月１日・15日　■編集　周南市広報広聴課

〒745-8655　山口県周南市岐山通1-1　TEL 0834-22-8232

FAX 0834-22-8224　■印刷　(株)ふじたプリント社

広報 周南 2003.5.15 №0002

周南市誕生記念プログラム

【文化会館】
葉加瀬太郎アコースティックコンサート
2003　■６月10 日(火)19 時■全席指定
6,000円(残りは立見券のみ)

劇団四季ファミリーミュージカル｢青い鳥｣
■７月25日(金)18時30分■Ｓ席4,200円、
Ａ席3,150円、Ｂ席2,100円

ボヘミア・オペラ チェコ国立プルゼー
ニュ歌劇場｢椿姫｣　■８月31日(日)16時
■Ｓ席12,000円、Ａ席10,000円、Ｂ席8,000
円、Ｃ席6,000円、Ｄ席4,000円(全席指定)

松竹大歌舞伎　■９月８日(月)昼の部13
時、夜の部18時■特等6,500円、一等5,500
円、二等4,500円、三等2,500円、学生(小
中高生)1,500円

【美術博物館】
周南美術のあけぼの展　
■５月23日(金)～６月29
日(日)９時30分～17時■
一般600円、高大生400円、中学生以下無料

公園区5854-41　TEL 0834(22)8787

昭和57年開館。県内一の収容人員と音響

の良さを誇る大ホールを持ち､クラシック

からポップス､歌舞伎などあらゆるジャ

ンルの公演で高い評価を得ています。

開館 ９時～22時、第1･3水曜日休館

施設 大ホール(1,800人収容)､楽屋(5)､講師

控室､リハーサル室､練習室(2)､展示室(3)､和室

アクセス JR徳山駅より徒歩で20分､山陽自動車道徳山西 ICより車で20

分､徳山東 ICより車で８分､中国自動車道鹿野 ICより車で40分

基本使用料 大ホール(平日)＝82,060円、練習室２＝2,540円、展示室２

＝6,830円　※いずれも９時～17時に使用の場合。詳しくは文化会館へ。

花畠町10-16　TEL 0834(22)8880

平成７年開館。美術、写真、歴史の３

つの部門があり、年に数回企画展を

開催しています。

開館 ９時30分～17時、月曜日休館

施設 企画展示室(２)、常設展示室(３)、

ハイビジョンギャラリー

アクセス JR徳山駅より徒歩で20分

常設展観覧料 一般200円､高大生100円､中学生以下無料

岐山通1-4　TEL 0834(22)8650

昭和31年開館。市役所の隣で、J R徳山

駅からも近く便利なことから、さまざま

な団体などから多く利用されています。

開館 ８時～22時

施設 大ホール(1,069人収容)、楽屋(２)、

大会議室(２)、小会議室(７)、講義室

(４)、小ホール(260 人収容)

アクセス JR 徳山駅より徒歩で10分

使用料 大ホール＝9,440円～42,000円、小ホール＝2,510円～10,500円、

大会議室＝1,680円～4,300円、小会議室＝520円～1,730円　※いずれ

も８時～17時に使用の場合。詳しくは市民館へ。

表紙説明

■周南市北部、鹿野地域の長野山(標高1015ｍ)の山頂付近で、山

開きが行われました。■安全祈願祭の後に、「緑の少年隊」も手

伝って、周南市誕生を記念したもちつきが行われました。つい

たもちは手早くもまれ、参加者にふるまわれました。

文化会館

美術博物館

市民館

　４月21日に誕生した｢周南市」には、多くの文化・スポーツ施設など

があります。広報では広く市民の皆さんにこれらの施設を知っていただく

ため、｢施設紹介｣をしていきます。

　今回は、周南市文化振興財団の３つの施設を紹介します。

松
田
正
平

｢

ジ
ャ
ニ
ー
ヌ｣
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